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農
地
銀
行
推
進
員
が
仲
立
ち

の
う
え
、
貸
す
人

（
土
地
の
所

有
者
）
と
借
り
る
人
が
直
接
契

約
を
行
い
、
農
業
委
員
会
の
承

認
を
経
て
成
立
し
ま
す
。

貸
す
人

（
土
地
の
所
有
者
）

か
ら
、
一
旦
農
地
中
間
管
理
機

構

（
山
梨
県
農
業
振
興
公
社
）

が
農
地
を
借
り
受
け
、
そ
の
農

地
を
農
地
中
間
管
理
機
構
が

借
り
る
人
に
貸
し
出
す
仕
組
み 

で
す
。

＊

「
農
地
銀
行
を
利
用
す
る
場

合
」
と

「
農
地
中
間
管
理
機
構

を
利
用
す
る
場
合
」
は
そ
れ
ぞ

れ
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
補
助
が

違
い
ま
す
。
手
続
き
等
、
詳
し

く
は
農
業
委
員
会
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

貸
す
人

（
土
地
の
所
有
者
）

と
借
り
る
人
が
直
接
契
約
を
行

い
、
農
業
委
員
会
の
承
認
を
経

て
成
立
し
ま
す
。

な
お
、
農
地
法
の
場
合
は
、

農
地
面
積
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

 

甲
府
市
農
業
委
員
会

 

☎

（２
３
７
）
５
８
９
２

管
理
が
さ
れ
て
い
な
い
農
地

は
、
雑
草
や
雑
木
が
生
い
茂
り

火
災
の
発
生
源
や
獣
の
す
み
か

に
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
周
辺

の
住
民
や
農
地
に
大
変
迷
惑
が

か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
農
地
か

ら
道
路
に
は
み
出
た
雑
草
や
雑

木
は
通
行
に
も
支
障
を
き
た
し 

ま
す
。

農
地
の
所
有
者
が
管
理
を
す

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
除

草
作
業
を
請
け
負
う
次
の
よ
う

な
団
体
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

公
益
財
団
法
人

甲
府
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
甲
府
市
相
生
２
ー
17
ー
１

　
☎

（２
２
２
）
９
４
８
８

協
同
組
合

甲
府
市
造
園
協
会

　
甲
府
市
里
吉
１
ー
７
ー
21

　
☎

（２
２
２
）
３
３
０
３

 

甲
府
市
農
業
委
員
会

 

☎

（２
３
７
）
５
８
９
２

不
動
産
登
記
法
の
改
正
に
よ

り
、
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら

相
続
登
記
の
申
請
が
義
務
化
さ

れ
ま
す
。
詳
し
く
は
法
務
局
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

甲
府
地
方
法
務
局

　 

☎

（２
５
２
）
７
１
５
１

のいずれかの方法で行ってください

農地の貸し借りをする場合は、必ず、
「農地銀行」
を利用する

「農地中間管理機構」
を利用する

「農地法による許可」
を得る

農地を貸す人
（土地所有者）

農地
中間管理機構

農地を
借りる人

農地中間管理機構を利用する場合農地中間管理機構を利用する場合

土地所有者から一旦、農地を
中間管理機構が借り受けます。

次に、農地は中間管理機構から
借りる人へ貸し出しされます。

農
地
の
管
理
は
所
有
者

ま
た
は
借
地
者
の
責
任
で
す

農
地
銀
行
を
利
用
す
る
場
合

農
地
中
間
管
理
機
構
を
利
用

す
る
場
合

農
地
法
に
よ
る
許
可
を
得
る

場
合

農
地
の
適
正
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す

相
続
登
記
の
義
務
化
が

は
じ
ま
り
ま
す



（3） 甲府市農業委員会だより 令和４年９月　　第８０号

農
業
委
員
会
が
令
和
3
年
10

月
5
日
に
提
出
し
た
甲
府
市
農

業
施
策
に
関
す
る
意
見
書
に
対

し
て
、
令
和
４
年
４
月
28
日
に
甲

府
市
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

有
害
鳥
獣
対
策

（
市
へ
の
要
望
）

● 

甲
運
、
里
垣
、
中
道
地
域
の

侵
入
防
止
柵
の
早
期
整
備

● 

耕
作
者
が
侵
入
防
止
柵
を
設

置
し
た
場
合
の
補
助
拡
大

● 

野
生
鳥
獣
が
生
息
す
る
中
山

間
部
の
耕
作
放
棄
地
の
解
消

（
市
か
ら
の
回
答
）

★ 

中
道
地
域
は
、
農
道
や
用

水
路
等
の
基
盤
整
備
と
鳥
獣

害
防
止
柵
の
設
置
が
一
体
的

に
行
え
る
土
地
改
良
事
業
を

導
入
し
令
和
４
年
度
か
ら
準

備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
甲
運
、

里
垣
地
域
の
防
止
柵
設
置
は
、

各
地
域
に
合
っ
た
有
効
な
被

害
防
止
対
策
を
調
査
し
ま
す
。

★ 

防
止
柵
設
置
に
お
け
る
本
市

の
防
除
用
施
設
設
置
事
業
は
、

予
算
の
範
囲
内
で
設
置
費
の

二
分
の
一
を
補
助
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
状
況
を
確
認
し

補
助
率
を
検
討
し
ま
す
。

★ 

中
山
間
地
域
の
耕
作
放
棄
地

は
、
農
地
集
積
や
、
農
道
・

水
路
の
整
備
な
ど
、
国
や
県

の
事
業
を
活
用
し
、
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
解
消
に

努
め
ま
す
。

老
朽
化
し
た
農
業
用
施
設
の 

整
備

（
市
へ
の
要
望
）

● 

地
方
病
溝
渠
等
用
排
水
路
の

補
修
、
改
修

● 

農
道
の
拡
幅

● 

農
道
・
水
路
等
の
定
期
的
な

点
検
と
状
況
把
握

● 

水
路
の
堆
積
土
砂
の
撤
去

（
市
か
ら
の
回
答
）

★ 

老
朽
化
し
た
用
排
水
路
等
は
、

農
地
へ
の
影
響
や
緊
急
度
等

を
考
慮
し
て
計
画
的
に
改
修

等
を
実
施
し
ま
す
。

★ 

農
道
の
拡
幅
は
、
農
地
へ
の

影
響
や
緊
急
度
等
を
考
慮
し

て
計
画
的
に
実
施
し
ま
す
。

★ 

農
道
や
用
排
水
路
等
は
、
「甲

府
市
農
業
施
設
整
備
方
針
」

に
基
づ
き
、
施
設
の
更
新
や

長
寿
命
化
に
よ
る
整
備
を
順

次
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

点
検
等
に
よ
り
、
施
設
状
況

の
把
握
に
努
め
ま
す
。

★ 

水
路
の
堆
積
土
砂
の
撤
去
は
、

耕
作
者
や
地
域
の
方
に
お
願

い
を
し
て
い
ま
す
が
、
高
齢

化
や
人
出
不
足
、
作
業
困
難

な
場
所
等
は
、
状
況
に
よ
り

臨
機
に
対
処
し
ま
す
。

中
山
間
地
域
に
お
け
る
圃
場 

整
備

（
市
へ
の
要
望
）

● 

中
山
間
地
域
の
小
規
模
農
地

の
圃
場
整
備

（
市
か
ら
の
回
答
）

★ 

中
山
間
地
域
は
、
「
人
・
農

地
プ
ラ
ン
」
の
計
画
を
見
据

え
、
小
規
模
な
圃
場
整
備
の

需
要
を
勘
案
し
検
討
し
ま
す
。

農
業
用
機
具
の
貸
出
と
支
援

（
市
へ
の
要
望
）

● 

使
用
頻
度
の
高
い
農
機
具
の

充
実

● 

市
内
で
耕
作
し
て
い
る
市
外

居
住
者
へ
の
農
機
具
の
貸
出

● 

農
機
具
や
施
設
の
導
入
に
お

け
る
新
た
な
支
援
策
の
創
設

● 

農
機
具
を
運
搬
す
る
ト
ラ
ッ

ク
の
貸
出

（
市
か
ら
の
回
答
）

★ 

貸
出
農
機
具
は
、
作
業
の
効

率
化
と
経
営
の
安
定
を
目
指

す
農
業
者
を
支
援
す
る
た
め
、

使
用
頻
度
の
高
い
農
業
機
械

を
計
画
的
に
補
充
・
更
新
し

ま
す
。

★ 

貸
出
の
対
象
は
、
本
市
に
住

民
票
が
あ
る
方
と
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
利

用
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
対

象
者
の
範
囲
を
検
討
し
ま
す
。

★ 

農
機
具
や
施
設
の
導
入
支
援

は
、
本
市
認
定
の
プ
ロ
フ
ァ
ー

マ
ー
を
対
象
に
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
国
や
県
の
補
助
事
業
に

つ
い
て
も
、
引
き
続
き
活
用

を
促
し
ま
す
。

★ 

農
機
具
を
運
搬
す
る
ト
ラ
ッ

ク
の
貸
出
は
、
規
則
に

「
運

搬
費
は
借
受
人
に
お
い
て
負

担
す
る
も
の
」
と
あ
る
た
め

で
き
ま
せ
ん
が
、
新
規
就
農

者
の
参
入
を
促
す
た
め
に
も
、

農
機
具
の
運
搬
を
含
め
、
地

域
の
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

農
業
の
担
い
手
の
確
保

（
市
へ
の
要
望
）

● 

担
い
手
の
確
保
の
取
組
み

● 

親
元
就
農
者
経
営
安
定
支
援

事
業
の
さ
ら
な
る
補
助
拡
大

（
市
か
ら
の
回
答
）

★ 

担
い
手
確
保
の
取
組
み
は
、

令
和
３
年
度
に

「
甲
府
市
農

業
体
験
支
援
事
業
」
と

「
新

規
就
農
者
応
援
隊
支
援
事

業
」
の
２
事
業
を
創
設
し
、

担
い
手
育
成
確
保
の
活
動
の

促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
農
業
体
験
の
受
け
入
れ
地

域
を
増
や
し
取
組
み
の
拡
大

を
目
指
し
ま
す
。

★ 

「親
元
就
農
者
経
営
安
定
対

策
事
業
」
は
、
県
と
市
で
補

助
額
の
二
分
の
一
ず
つ
を
負

担
し
、
令
和
４
年
度
よ
り
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
事
業
の
利
用
状
況
を
検
証

し
ま
す
。

甲
府
市
へ
の
意
見
書
に
対
す
る
回
答

甲
府
市
へ
の
意
見
書
に
対
す
る
回
答

令
和
４
年
度



（4）令和４年９月　　第８０号 甲府市農業委員会だより
　

親
元
就
農
す
る
農
家
子
弟
の

経
営
安
定
を
支
援
し
ま
す
。

○
補
助
額　

100
万
円

○
選
択
要
件

（
い
ず
れ
か
を
満
た
す
こ
と
）

 

・ 

経
営
主

（
親
族
）
が
認
定
農

業
者

 

・ 

経
営
主
が
人

・
農
地
プ
ラ
ン

の
中
心
経
営
体

 

・ 

対
象
者

（
子
）
が
将
来
的
に

認
定
農
業
者
と
な
る
こ
と
が

確
実
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

○
対
象
者
の
主
な
要
件

 

・ 

就
農
時
50
歳
未
満

 

・ 

就
農
日
か
ら
１
年
以
内

 

・ 

家
族
経
営
協
定
を
締
結

 

・ 

年
間
225
日
以
上

1800
時
間
以

上
農
業
に
従
事　

等

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

 

甲
府
市
就
農
支
援
課

　 

☎

（
２
４
１
）
５
６
１
６

　

地
域
農
業
の
担
い
手
の
経
営

を
継
承
し
た
後
継
者
が
行
う
、

継
承
後
の
経
営
発
展
に
向
け
た

取
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

○
補
助
対
象
経
費

　

新
品
種
・
部
門
の
導
入
、
デ
ー

タ
活
用
経
営
、
新
商
品
開
発

等
、
経
営
発
展
に
向
け
た
取
組

み
に
要
す
る
経
費

○
補
助
額　

上
限
100
万
円

○
先
代
の
主
な
要
件

 

・ 

人

・
農
地
プ
ラ
ン
の
中
心
経

営
体
又
は
地
域
農
業
の
維
持
、

発
展
に
重
要
な
役
割
を
果
た

す
と
認
め
ら
れ
た
認
定
農
業

者
○
後
継
者
の
主
な
要
件

 

・ 

令
和
３
年
１
月
１
日
以
降
に

経
営
移
譲
を
受
け
て
い
る

 

・ 

家
族
経
営
協
定
を
締
結 

等

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

 

甲
府
市
就
農
支
援
課

　 

☎

（
２
４
１
）
５
６
１
６

　

県
内
で
農
作
物
の
盗
難
が
多

発
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
防

犯
機
器
購
入
等
の
経
費
を
補
助

し
ま
す
。

○
補
助
対
象
機
器　

防
犯
カ
メ

ラ
、
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
、
サ
イ
レ

ン
等 

※
６
月
21
日
以
降
に
購
入

し
、
原
則
９
月
末
ま
で
に
設
置
・

運
用
可
能
な
も
の

○
補
助
率　

２
分
の
１
以
内

 

中
北
農
務
事
務
所地

域
農
政
課

　 

☎
０
５
５
１

（
２
３
）
３
０
７
９

　

鳥
獣
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
電

気
柵
等
の
被
害
防
除
用
施
設
の

設
置
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

○
補
助
金
の
額　

　

種
別
ご
と
の
上
限
内
で
、
設

置
経
費
の
２
分
の
１
以
内

（
施

工
費
は
除
く
）

 

・
防
鳥
網　

３
万
円

 

・
電
気
柵　

10
万
円

 

・
金
網
柵　

５
万
円

 

・
多
獣
種
対
応
型
柵 

10
万
円

 

甲
府
市
就
農
支
援
課

　 

☎

（
２
４
１
）
５
６
１
６

　

農
地
中
間
管
理
機
構
を
介
し

て
借
受
け
る
農
地
の
条
件
整
備

（
耕
作
放
棄
地
の
解
消
等
）
を

行
い
、
経
営
規
模
拡
大
や
農
地

の
集
約
化
、
新
規
参
入
を
支
援

し
ま
す
。

○
事
業
要
件

　

農
地
中
間
管
理
機
構
を
介
し

て
借
受
け
る
農
業
振
興
地
域
内

農
用
地

（
青
地
農
地
）

○
事
業
費　

　

10
ａ
あ
た
り
上
限
20
万
円

 

甲
府
市
就
農
支
援
課

　
☎

（
２
４
１
）
５
６
１
６

【
借
り
手
】

　

認
定
農
業
者
及
び
認
定
新

規
就
農
者
で
、
借
り
入
れ
面
積

と
の
合
計
が
認
定
農
業
者
で
あ

れ
ば
50
ａ

（
能
泉

・
宮
本
地
区

に
つ
い
て
は
40
ａ
）
以
上
、
認

定
新
規
就
農
者
で
あ
れ
ば
20
ａ

以
上
と
な
る
農
用
地
を
耕
作
し
、

農
地
銀
行
を
利
用
し
て
農
業
振

興
地
域
内
で
　
ａ
以
上
の
農
地

を
3
年
以
上
借
り
た
者
に
対
し

て
、
そ
の
面
積
に
応
じ
た
奨
励

金
を
交
付
し
ま
す
。

【
貸
し
手
】

　
認
定
新
規
就
農
者
の
認
定
を

受
け
て
か
ら
3
年
以
内
の
甲
府

市
在
住
の
新
規
就
農
者
へ
農
地

銀
行
を
利
用
し
て
農
業
振
興
地

域
内
で
　
ａ
以
上
の
農
地
を
3

年
以
上
貸
し
た
甲
府
市
在
住
の

者
に
対
し
て
、
そ
の
面
積
に
応

じ
た
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

○
奨
励
金
の
額　

　

★
農
用
地
区
域
以
外

　

３
年
以
上
６
年
未
満

　
　

１
０
，
０
０
０
円/

10
ａ

　

６
年
以
上

　
　

２
０
，
０
０
０
円/

10
ａ

　

★
農
用
地
区
域
内

　

３
年
以
上
６
年
未
満

　
　

１
５
，
０
０
０
円/

10
ａ

　

６
年
以
上

　
　

３
０
，
０
０
０
円/

10
ａ

 

甲
府
市
農
政
課

　 

☎

（
２
９
８
）
４
８
３
３

親
元
就
農
者
経
営
安
定

支
援
事
業

鳥
獣
被
害
防
除
用
施
設

設
置
補
助
金

農
地
銀
行
の
貸
借
（
利

用
権
の
設
定
）
に
係
る

奨
励
金

経
営
継
承
・
発
展
支
援
事
業

機
構
借
受
農
地
整
備
事
業

農
作
物
の
盗
難
防
止
対
策

0.1

0.1

農
業
者
へ
の
補
助
金
・

助
成
金 

・ 

奨
励
金
の

情
報
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農
作
業
の
負
担
を
軽
減
で

き
る
パ
ワ
ー
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ

や
電
動
剪
定
ハ
サ
ミ
を
、
是

非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

甲
府
市
就
農
支
援
課

　 

☎

（
２
４
１
）
５
６
１
６

　

農
業
者
が
行
う
稲
わ
ら
・

剪
定
枝
な
ど
の
焼
却
で
止
む

を
得
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
野

焼
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
煙
や
悪
臭
な
ど
で
近
隣

住
民
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ

う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
火
災
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
、
焼
却
後
は
し
っ
か
り

と
消
火
し
て
く
だ
さ
い
。

 

甲
府
市
就
農
支
援
課

　 

☎

（
２
４
１
）
５
６
１
６

　

人
材
不
足
に
お
悩
み
の
農

業
者
と
、
働
く
場
を
探
し
て

い
る
障
が
い
者
就
労
支
援
施

設
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

  

山
梨
県
農
福
連
携
推
進

セ
ン
タ
ー

　 

☎

（
２
２
３
）
１
３
６
１

　
本
市
農
林
業
の
振
興
を
図

る
た
め
に
第
47
回
甲
府
市
農

林
業
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
旬
の
野
菜
」
「
特
用
林

産
物
」
「
花

・
緑
花
木
」
「
つ

き
た
て
餅
」
「
和
菓
子
」
「
中

道

・
上
九
一
色
の
特
産
品
」

「
甲
州
地
ど
り
」
「
甲
州
信
玄

豚
」
「
静
岡
牧
之
原
の
お
茶

・

海
産
物
」
等
の
販
売
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
「
は
た
ら
く
車

展
示
コ
ー
ナ
ー
」
、
「
木
工
細

工
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
」
や
農

業
総
合
相
談
や
新
規
就
農
者

支
援
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

◆
日
時

　
11
月
５
日

（
土
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

◆
会
場 

小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
状
況
に
よ
り
開
催
内

容
の
変
更
・
中
止
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

 

甲
府
市
農
政
課

　 

☎

（
２
９
８
）
４
８
３
３

○
農
林
水
産
省
で
は
、
燃
油

価
格
の
上
昇
に
応
じ
て
補
填

金
を
交
付
す
る

「
施
設
園

芸
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
構
築
事

業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
加
入
要
件

　
施
設
園
芸
農
家
３
戸
以
上

ま
た
は
、
農
業
従
事
者
５
名

以
上
で
構
成
す
る
農
業
者
団

体
等
。

　

 

３
年
間
で
燃
油
使
用
料
を

15
％
以
上
削
減
す
る
計
画

（
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
推
進
計

画
）
の
作
成
が
必
要
で
す
。

○
対
象
油
種

　
施
設
園
芸

（
野
菜
、
果
樹
、

花
き
の
栽
培
）
の
用
に
供
す

る
Ａ
重
油
、
灯
油
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

○
詳
し
く
は
、
農
林
水
産
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
令
和
４
年
度

「
施
設
園
芸
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
構
築
事
業
」
加
入
募
集
の

ご
案
内
】
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

９
月
に
、
市
内
の
全
農
地

を
対
象
に
現
地
調
査
を
行
い

ま
す
。

　

各
地
域
の
担
当
調
査
員

に
よ
る
、
農
地
へ
の
立
ち
入

り
や
聞
き
取
り
に
つ
い
て
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し 

ま
す
。

 

甲
府
市
農
業
委
員
会

　 

☎

（
２
３
７
）
５
８
９
２

　

農
業
委
員
会
で
は
農
地
の

賃
借
料
や
証
明
書
の
発
行
に

役
立
て
る
た
め
、
毎
年
、
農

地
台
帳
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
農
地
台
帳
調
査
票
が
送
付

さ
れ
た
方
は
、
現
況
を
ご
記

入
の
う
え
、
同
封
の
返
信
用

封
筒
で
指
定
の
期
日
ま
で
に

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 

甲
府
市
農
業
委
員
会

　 

☎

（
２
３
７
）
５
８
９
２

農 政 情 報 コ ー ナ ー

農林水産省
ホームページ
QRコード

パ
ワ
ー
ア
シ
ス
ト

ス
ー
ツ・電
動
せ
ん
定

ハ
サ
ミ
を
無
料
で
貸

し
出
し
て
い
ま
す

野
焼
き
時
の
注
意

農
地
の
利
用
状
況
調
査

農
地
台
帳
調
査

農
福
連
携
推
進
セ
ン

タ
ー
を
ご
活
用
く
だ

さ
い

第
47
回
甲
府
市

農
林
業
ま
つ
り

燃
油
価
格
の
高
騰
に

備
え
ま
し
ょ
う
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甲
府
市
中
央
３
丁
目
の

「
山

陽
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会

社
」
様
は
、
構
造
物
の
耐
震
補

強
の
工
事
・
診
断
・
設
計
・
施

工
等
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
、
公

共
工
事
か
ら
民
間
工
事
ま
で

幅
広
く
事
業
を
展
開
し
て
お
り
、

４
年
前
か
ら
業
務
の
多
角
経
営

化
の
一
環
と
し
て
、
甲
府
市
下

帯
那
町
の
遊
休
農
地
を
利
用
し

て
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
栽
培
し
、
「帯

那
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ヒ
ル
」
を
開
設

し
ま
し
た
。

栽
培
方
法
は
、
養
液
栽
培
シ

ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
、
先
端
技

術
の
習
得
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
同
園
に
は
約
１
０
０
０
本
、

40
品
種
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
が
あ
り
、

シ
ー
ズ
ン
中
は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩

り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

是
非
、
美
味
し
い
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

甲
府
市
農
業
委
員
会

　 

☎

（２
３
７
）
５
８
９
２

有
害
鳥
獣
の
被
害
は
中
山
間

地
域
の
問
題
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
今
は
甲
府
盆
地
で
も
小
動

物

（
ハ
ク
ビ
シ
ン
、
ア
ラ
イ
グ
マ

な
ど
）
被
害
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。

そ
の
原
因
の
1
つ
が
荒
廃
地

や
遊
休
農
地
の
存
在
で
す
。
ぜ

ひ
、
土
地
所
有
者
は
所
有
者
の

責
任
で
草
刈
り
な
ど
の
処
理
を

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

編
集
委
員　

越
石
和
昭

支
払
っ
た
保
険
料
が
全
額
控

除
対
象
に
な
り
、
受
給
は
一
生

涯
の

「
農
業
者
年
金
」
に
加
入

し
ま
せ
ん
か
？

条
件
に
よ
っ
て
国
か
ら
保
険

料
の
補
助
が
受
け
ら
れ
た
り
、

保
険
料
を
月
１
万
円
～
に
設
定

し
た
り
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

詳
細
は
お
近
く
の
Ｊ
Ａ
窓
口

ま
た
は
甲
府
市
農
業
委
員
会
事

務
局
へ

 

甲
府
市
農
業
委
員
会

　 

☎

（２
３
７
）
５
８
９
２

土屋正人様が
プロファーマーとして認定されました

令和４年３月に、 土屋正人様 （上曽根町） がプロファーマー

として認定されました。

土屋様は、 中道地区において、 ビニールハウスを利用した蔬

菜栽培をいち早く導入し、 ナス・トウモロコシの栽培確立を目指し、

市場での評価が高い農産物の生産を実現した先駆者です。

現在は、 ビニールハウスによる小松菜・ トウモロコシの栽培や

トンネル栽培によるトウモロコシ、 露地の秋ナスを栽培しています。

帯那ブルーベリーヒル
ホームページ　QRコード

農
業
を
発
展
さ
せ
て
い
く

に
は
、
良
い
指
導
者
に
学
び
、

良
い
仲
間
と
と
も
に
助
け
合

い
な
が
ら
営
農
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
日
頃
か

ら
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に

し
、
そ
の
出
会
い
を
発
展
・

継
続
し
て
い
く
こ
と
が
非
常

に
大
事
で
す
。「甲府市農業振興計画」 の基本方針に掲げる 「『稼ぐ農

業』 の育成と拡大」 のため、 本市農業を牽引する農業者を

プロファーマーとして認定し、 施策を集中させることで、 本市

農業全体の引き上げを図ります。

編

集

後

記

農
業
を
し
て
い
る
企
業
を
紹
介
し
ま
す

農
業
を
し
て
い
る
企
業
を
紹
介
し
ま
す

土
屋
様
か
ら

プ
ロ
フ
ァ
ー
マ
ー
を

目
指
す
人
へ
一
言

未
来
の
た
め
に
農
業
者

未
来
の
た
め
に
農
業
者

年
金
へ
加
入
を

年
金
へ
加
入
を

帯
那
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ヒ
ル

住
所　

甲
府
市
下
帯
那
町

１
６
２
８ 

― 

１

プロファーマー認定制度


